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東北大学 高度教養教育・学生支援機構

キャリア支援センター長 猪股 歳之

キャリア支援センター  門間 由記子

１ キャリア支援センターにおける

DEI推進の取り組み概況（猪股）

２ 取り組みの事例紹介（門間）



東北⼤学キャリア⽀援センター例）
Ø 理学部/研究科＝キャンパスライフ⽀援室※
Ø 医学部/研究科＝キャリアパス⽀援室
Ø ⼯学部/研究科・情報科学研究科・環境科学研究科・医⼯学研究科

＝⼯学教育院 学⽣⽀援部⾨（教育相談室、各系学⽣⽀援室）※
Ø 農学部/研究科＝学⽣⽀援室※
Ø その他の学部/研究科＝進路⽀援⾏事の開催、学⽣相談窓⼝の設置

など ※キャリア⽀援以外の⽀援活動も⾏っている

１ 東北大学のキャリア支援

（２）学部・研究科による支援

（３）全学組織による支援

Ø キャリア⽀援センター
Ø 学⽣⽣活⽀援審議会 キャリア⽀援連絡会議

Ø 学⽣相談・特別⽀援センター
Ø ⾼等⼤学院機構 博⼠⼈材育成ユニット
Ø スタートアップ事業化センター
Ø DEI推進センター など

（１）指導教員等による個別の支援



東北⼤学キャリア⽀援センター

＜場所＞ 川内北キャンパス

＜⼈員＞ 専任・特任教員 ３名
事務職員 8名 （2024年2⽉現在）

Ø 個別相談
進路・就職活動等に関する相談 2,507件（2022年度）

Ø 図書
進学や就職に関する図書の配架・貸出、電⼦書籍も

Ø 新聞
Ø OB・OG名簿の閲覧
Ø 掲⽰・資料コーナー

求⼈／インターンシップ情報／企業説明会／

企業パンフレット／公務員関連情報 etc…

Ø パソコン利⽤
パソコンを利⽤できます。「職業適性検査」も可能。

Ø オンライン⾯談ブース
企業等とのオンライン⾯談に利⽤できます。

２ 東北大学キャリア支援センター

特徴と課題
さまざまなDEIの関係者が共通して経験する「進路選択」や「キャリア形成」を⽀援することが⽬的
対象者の幅が広く、異なるニーズにどこまで細やかに対応できるかが課題

３ 東北大学キャリア支援センターのDEI推進の取り組み

例）
Ø 留学⽣⽀援

Ø 留学⽣向けセミナー（⽇・英︓2017〜）

Ø 留学⽣向け個別相談（⽇・英︓2021〜）

Ø 留学⽣向けジョブフェア（2017〜）

Ø 県内機関等との連携（DATEntre︓2017〜）

Ø LGBT学⽣⽀援
Ø ⾃分らしく働くセミナー「LGBTQフレンドリー企業で働く」（2023〜）

Ø 認定NPO法⼈ReBit主催「DIVERSITY CAREER FORUM」に賛同し、LGBTフレ

ンドリー企業等の情報提供（2022〜）

Ø 障害学⽣⽀援
Ø 障害のある学⽣向けキャリア相談（学⽣相談・特別⽀援センター特別⽀援室と連

携して実施︓2023〜）

Ø セミナー「障害のある⽅の働き⽅－知っておきたい進路の選択肢や具体的な働き
⽅－」（2024.2.29＝明⽇開催です︕）



キャリア⽀援センター 秋の企業Day 特別企画「私らしく働く」シリーズ
「LGBTQフレンドリー企業で働く」2023年10⽉23⽇（⽉）開催
認定NPO法⼈ReBit主催「DIVERSITY CAREER FORUM」への賛同

４ 取り組み事例の紹介①

Ø LGBTQフレンドリー企業で働く
Ø 社内のLGBTQフレンドリーな取り組み紹介を依頼
Ø DIVERSITY CAREER FORUM参加企業にも声がけするが

 断られ続けられる…。
Ø 当事者学⽣からも企業の対応を知りたいとの要望の声が届く
Ø 個別対応が多く、「⼀般事例」として紹介できない
Ø 積極採⽤というわけではなく、「たまたま当事者だった」など。
Ø DIEを推進しているがまだ「男⼥共同参画」が中⼼
Ø ＜デュポン＞

世界基準の規約（DuPont Pride）に則り、⽇本でも展開。
ランチョンイベント等の開催による「アライシップ」の浸透。

Ø ＜アイエスエフネット＞
社内イベント「ダイバーインweek」開催予定。
ワーキングネームの使⽤可、エントリーシートでは性別を記載する項⽬は設けていない、
LGBTQIA相談窓⼝の設置などの取り組みを実施。

キャリア⽀援センター 春の企業Day
「障害のある⽅の働き⽅－知っておきたい進路の選択肢や具体的な働き⽅－ 」

2024年2⽉29⽇（⽊）13時〜15時開催

４ 取り組み事例の紹介②

Ø 障害のある⽅の働き⽅ー知っておきたい進路の選択肢や具体的な働き⽅
Ø 学⽣相談・特別⽀援センター特別⽀援室と連携して実施

（同室と連携して障害学⽣対象の個別相談も実施中）
Ø ウェビナー開催により匿名性の担保
Ø 当事者のみの参加を予定

（ただし教職員や保護者などの⽀援者の参加の可否も議論）
Ø 企業に取り組み紹介を依頼するものの、断られ続けられる…
Ø ⾝体障害を中⼼に採⽤を進めてきた企業が多い
Ø 精神障害の採⽤事例は多くなく、取り組みを紹介できる

 企業も多くはない
Ø 企業も試⾏錯誤しながら、採⽤と雇⽤継続を⽬指している



DATEntre 東北イノベーション⼈材育成プログラム
・⽂部科学省留学⽣就職促進プログラムとして全国12拠点の1つとして採択（2017年〜2022年）
・2022年4⽉以降は⾃⽴化

４ 取り組み事例の紹介③

Ø DATEntreプログラム
Ø ⽇本で就職を希望する外国⼈留学⽣の就職率の向上、地域定着を⽬指す
Ø ビジネス⽇本語、キャリア教育・PBL、インターンシップを3本柱とし、⽇本企業への

 就職を⽬指すサポートプログラム
Ø ⽂科省プログラム時には⽇本語レベルN3以上の学⽣を対象とし、前期・後期、各30名を

 定員とし、全てのカリキュラムを修めた学⽣を修了⽣とする。
Ø 地元企業と外国⼈留学⽣との交流会やインターンシップを通じ、お互いの⽂化や価値観の

相違を知る機会を設ける
Ø PBLやインターンシップを通じ、⽇本⼈と共に働くこと、⽇本の企業で働くことを経験し、

 卒業・修了後に⾃分が⽇本の企業で働くイメージを明確にする。
Ø ⽇本の企業で働く際の受け⽫となる企業について情報を得る。

 ⼤⼿企業以外にも選択肢があることを知る。
Ø 課外セミナーによって、⽇本の就職活動スケジュール、⾯接対策、

 エントリーシート作成などの就職活動に関するスキルを学ぶ。

外国⼈留学⽣対象ジョブフェア（2017年〜）
・DATEntreとして毎年3⽉に開催（ 2018年〜2022年）。

現在は東北⼤学キャリア⽀援センターとして開催
   ・DATEntreとして年2回の「インターンシップ合同説明会」を開催。

・「Work in MIYAGI」（宮城県留学⽣・外国⼈材マッチング⽀援事業）との共催

４ 取り組み事例の紹介④

Ø 外国⼈留学⽣対象ジョブフェア
Ø 3⽉に外国⼈留学⽣を対象とした合同説明会を開催。⼤⼿企業だけでなく、地元企業も参

加し、先輩留学⽣が活躍する英語や中国語対応の企業も参加。
Ø コロナ禍によって2020年よりオンライン開催となり、⼀時帰国中の学⽣も参加。
Ø 夏・冬でインターンシップを受⼊れる企業が参加し、インターンシッププログラム、⾃社概要を

 紹介するインターンシップ合同説明会を開催。
Ø 仙台のスタートアップ企業など、英語でのインターンシップ受⼊れ

 可能な企業も参加。
Ø インターンシップ参加からアルバイトとなり、卒業・修了後に就職に

⾄ったケースも複数。
Ø Work in MIYAGIとして仙台に拠点を置く企業を中⼼とした

 合同説明会を開催。



留学⽣対象セミナー＆個別相談
・⽇本における就職活動をテーマとした様々なセミナーを⽇本語・英語で開催。

   ・DATEntreとして英語対応可なオンライン個別相談の開催。⾃⽴化意以降はキャリア⽀援センター
個別相談で英語による個別相談も開催。

４ 取り組み事例の紹介⑤

Ø 留学⽣対象セミナー
Ø ⽇本における就職スケジュールや必要な準備に関するセミナー（⽇本語・英語）

 DATEntreでは対⾯・オンラインでライブで開催。現在はキャリア⽀援センターでは
 オンデマンド実施。DATEntreOBOG会がオンラインもしくは対⾯のライブで開催。

Ø エントリーシート対策、⾯接対策など就職活動に必要なスキル習得のための講座
Ø DATEntreプログラムに在籍していた卒業⽣によって⾃発的に⽴ち上げられたOBOG会より

 卒業⽣に声をかけ、経験の共有やアドバイスをしてもらう交流会形式の勉強会
Ø 企業も参加し、先輩留学⽣が活躍する英語や中国語対応の企業も参加。

Ø 留学⽣対象個別相談
Ø 毎週⽕曜に英語相談を実施（オンライン・対⾯は選択制）。

 ⽇本語が話せる学⽣は連⽇予約可の⽇本語の個別相談も開催。
Ø DATEntreではオンラインによる英語相談を随時開催。

留学⽣⽀援のための産官学による連携
・5経済団体3⾏政機関等7教育機関が参加するDATEntreコンソーシアム

   ・2024年2⽉より「東北⾼度外国⼈材活躍推進コンソーシアム」が設⽴（2⽉26⽇、キックオフ）。
東北経産局を中⼼に東北における受け⽫企業の情報共有

４ 取り組み事例の紹介⑥

Ø 東北イノベーション⼈材育成コンソーシアム体制図
Ø 参画機関は4部会に所属し、各機関が連携しながら事業実施に取り組んだ。
Ø ⽂科省事業終了後も年に2回、情報共有のための運営会議を開催。




